
その他

事業名 当事者の移行期における学びの創造（地域が人を育て人が地域を育てる実践研究事業）

事業の趣旨・目的

・特別支援学校卒業後における学びと交流の場を保障し、障害を持つ青年において
移行期に求められる学びを個々に合わせて提供する支援体制を構築する。
・特別支援学校在学中から在籍する学校との連携を図り、多角的な本人理解に基づ
き個に応じた学習内容を編成する。
・障害のある青年たちが継続的に学ぶ事の出来る生涯学習の環境整備を実現すると
ともに地域住民と当事者との相互学習を通した共生社会の実現を試みる

別添9-2（別紙１） 取組概要 障害者の移行期の学びのモデル構築

事業内容

・

・

・

・

事業終了後の目指す方向性

個々の特性に応じたカリキュラムを開発し、地域の実情に合わせた移行支援体制を
構築することによって、障害のある青年のもつ主体性を発揮できる機会を創出でき
ると同時に、地域の共生社会実現に寄与することが可能となる。多様な価値観に触
れることで、障害のある青年たちも地域社会の一員として認められる経験をするこ
とができる。また地域住民や支援者の側も、障害特性を理解し、当事者の学ぶ権利
を保障する取り組みの中で、共生社会の実現に向けた一歩を踏み出すことができる。

NPO法人LomiLomiどっとこむソーシャル・コミュニケーション・カレッジSCC松本校（所在地：長野県松本市梓川梓）

当事者・当事者家族・ＳＣＣ松本校関係者・松本市
市議会議員・長野県教育委員会・松本市教育委員会・松本市社会福祉協議会・長野県松本
養護学校・専門学校未来カレッジ・松本大学

知的／精神／視覚／発達／肢体

事業実施体制・連携先

主な対象

学習/文化芸術/スポーツ/情報保障/普及啓発活動分野

【事業１】特別支援学校在学中からの伴走的支援
特別支援学校と情報共有を行い、当事者の個々の特性を反映させた
学習カリキュラムを構築する。その際、当事者・当事者家族の意向
を反映した伴走的支援を重視する。

【事業２】個々の特性に応じた学習内容の構築
当事者の特性に応じた生活を豊かにするカリキュラムの構築

【事業３】当事者と地域住民の相互交流を通したコミュニ
ティ構築
地区公民館を活用し、当事者と地域住民の相互交流を図り、相互に
支えあうコミュニティの構築に努める。

【事業４】学校から地域への安定的な移行体制の実現
学校から地域への安定的な移行を目的とした支援体制構築を目指す。

行政
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